
令和元年度 第４回三郷区地域協議会 

 

次 第 

 

日時：令和元年9月26日(木)午後6時30分～ 

会場：三郷地区公民館 集会室 

 

 １ 開  会 

 

 ２ 議題等の確認 

 

３ 報告 

（１）令和元年度地域活動支援事業について（追加募集の審査・採択結果

の報告） 

 

４ 議題 

（１）自主的審議事項「三郷区の人口減少について」 

 

（２）自主的審議事項「三郷区における高齢者支援の取組について」 

 

５ 事務連絡 

 

６ 閉 会 



令和元年度地域活動支援事業（追加募集分） 審査・採択結果（三郷区地域協議会）

【三郷区】の追加募集の予算額：797千円 ※委員数：11人

「適合
  する」
 の人数

「適合し
  ない」
 の人数

結果
「該当
  する」
 の人数

「該当し
  ない」
の人数

公
益
性

必
要
性

実
現
性

参
加
性

発
展
性

合
計

平
均
点

1 11 安心・安全な地域づくり事業 三郷まちづくり振興会 238 237 11 0 優先 11 0 51 49 50 42 46 238 21.6 採択 237

2 12 三郷タイフーン活動支援事業 三郷タイフーン 526 525 10 1 優先 9 2 38 36 38 30 36 178 16.2 採択 525

- 13 三郷男の料理教室事業 三郷男の料理教室 79 77 5 6 - - - - - - - - 0 0.0 不採択 -

合計 843 839 762

採択件数 2件

予算残額 35千円

＜附帯意見＞
なし

審査・
採点結果

採択額
（千円）

順
位

整
理
№

事業名 提案者名
事業費

（千円）

補助
希望額

（千円）

共通審査基本審査 優先採択審査
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令和元年度三郷区地域協議会委員研修（案） 

 

１．開催日時 

令和元年１１月５日（火）午後６時３０分～（２時間程度） 

 

２．会場 

  三郷地区公民館 集会室 

 

３．講師 

  吉田 昌幸 氏（上越教育大学大学院 准教授） 

 

４．内容 

  ①講師講話（６０分） 

・地域の魅力づくりについて（総論的） 

・魅力マップの作成・活用方法について（各論的） 

→講師より、「作成するマップは誰に見てほしいか」、「何を伝えたいか」

を事前に考えておいてほしいとの話あり。【本日協議】 

 

②質疑・意見交換（６０分） 

 

５．その他 

三郷区魅力マップ作成検討委員会に加わっている団体等に参加を呼びかける。 

・三郷まちづくり振興会（役員１５人程度） 

・公民館事業「元気の出るふるさと講座」関係者（数人程度） 
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三郷区における自主的審議事項 
（令和元年 9月 26日現在） 

審議事項 Ⓐ地域の課題 Ⓑ課題解決に向けた取組（当初案） ⓒ主な成果 Ⓓ達成度 Ⓔ今後の方向性・進め方 

三郷区の人口減少について 

（審議開始日：平成 30 年 2 月 21 日） 

・地域の人口が減少しており、このま

まだと地域の活力低下が想定され

る。 

・地域では、人口減少等により空き家

が増加している。 

・手作りマップの作成などによる地域

の魅力発信。 

・空き家の有効活用の検討。 

・人口、世帯数の統計データに関する

研修（講師：上越市創造行政研究所

研究員） 

・三郷区に転入された方との座談会 

・高士区地域協議会との意見交換会 

・空き地、空き家と地域の魅力を調査 

・地域の魅力づくりと情報発信に関す

る研修（講師：上越教育大学 吉田昌

幸准教授） 

→11 月 5 日（火）を予定 

・達成 

 

・一部達成 

 

・未達成 

 

・その他 

 

三郷区における高齢者支援の取組に

ついて 

（審議開始日：平成28年 10月 21日） 

市が実施している「地域支え合い事

業」について、市は地域の住民組織へ

委託して実施する方針であるが、三郷

区には受託可能な住民組織がない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域協議会での課題の洗い出し。 

・町内会長協議会との意見交換。 

・必要に応じて地域住民や関係者との

意見交換。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「地域支え合い事業」について市担当

課から説明 

・「地域支え合い事業」を先行して受託

している諏訪区の事例を学ぶ研修

（講師：諏訪の里づくり協議会 

   内山松男氏、石崎 久義氏） 

・町内会長協議会との意見交換 

・三郷まちづくり振興会設置検討委員

会の立ち上げ 

→平成 30 年 3 月に「三郷まちづく

り振興会」設立、「地域支え合い事

業」の受託開始 

 

・達成 

 

・一部達成 

 

・未達成 

 

・その他 

 

三郷区は高齢化が進んでいるため、

「地域支え合い事業」だけでは高齢者

の支援が不十分になることが想定さ

れる。 

・地域に必要な高齢者支援の取組につ

いて検討。 

・検討した取組案について、実施可能

な団体に提案。 

・すこやかサロン三郷（地域支え合い

事業）の視察 

・委員による協議（「地域支え合い事

業」以外に必要な取組について） 

 →協議結果は別紙のとおり 

 

・達成 

 

・一部達成 

 

・未達成 

 

・その他 
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高齢者支援の取組について 意見一覧 
 

テーマ Ⓐ出された意見 Ⓑ期待される効果 ⓒ課題 Ⓓ解決方法 Ⓔ達成度 Ⓕ今後の方向性・進め方 

１．イベント

を実施す

る 

・ゲーム大会 

・竹の子汁の集い、芋煮会 

・カラオケ（歌の教室） 

・お手玉など昔の遊びを子ど

もたちに伝えていく 

・輪投げ 

・世代を超えた交流 

・お手玉遊びと竹の子汁の会など、

イベントを組み合わせて実施す

れば、多くの参加が見込める 

・皆で楽しめる 

・人との関わりを持つことで元気が

出る 

・社会的交流により脳が活性化する 

・テレビゲームで脳を活性化 

・最初はできなくても、続けていけ

ば来たくなる 

・人と関わるだけでも認知症予防に

なる 

・必要な機材の準備と費用 

・人材の確保 

・会場の確保 

・長時間になると参加者が集まらない 

・天候により出席者数が左右される 

・少数の参加者で継続できるか 

・町内を回るだけではなく、メインのイベ

ントが必要 

・対象となる人が何人いるか調査が必要 

・カラオケの機材を

レンタルする 

・町内の集会所で開

催するなど、参加し

やすい環境を整備

する 

・地域活動支援事業

を活用する 

 

・達成 

・一部達成 

・未達成 

・その他 

 

２．畑や料理

などを楽

しむ 

・公民館の近くで畑を借りる 

・野菜作りの指導 

・料理で生きがいづくり（地産

料理の販売、男の料理教室） 

・高齢者の畑作業の手伝い 

・子どもたちとの交流 

・野菜の品評会（イベントと絡

める） 

・野菜を販売する 

・自然と親しむことで活力のもとに

なる 

・何か作ったり食べたりすることを

介して会話が弾む 

・人との関わりを持つことで元気が

出る 

・体を動かすことに効果がある 

・老化現象を緩やかにする 

・生きがいになり、意見交換の場に

もなる 

・会場まで遠い方、行けない方の移動手段 

・土地の確保（借地料） 

・道具の手入れ 

・人集め 

・スタッフの確保 

・少数の参加者で継続できるか 

・対象となる人が何人いるか調査が必要 

 

・達成 

・一部達成 

・未達成 

・その他 

 

３．サービス

を提供す

る 

・買い物支援 

・運転代行 

・三郷全体を 4つに分け、1年

交代で支援を担当する 

・各家庭の負担が軽減される ・費用（ボランティアか、利用者負担か） 

・対象となる人が何人いるか調査が必要 

・働いている世代の

意見聴取 

・達成 

・一部達成 

・未達成 

・その他 

 

４．農家の高

齢化につ

いて 

・農業従事者の高齢化により

地域の農業をどう守るか 

・三郷の地域のつながりは協力して

農作業をすることでできていた

ため、地域のつながりを守ること

につながる 

・農業で生活してきた人たちで今の

三郷ができており、三郷の特徴で

ある 

・三郷が今後も農村地帯として生き残っ

ていけるのか 

・高齢化と担い手不足 

・担い手不足から、いずれ法人化される 

・農地の売却先がいろいろ分かれると地

域のつながりがなくなる 

・対象となる人が何人いるか調査が必要 

・大規模化、法人・公

社化 
・達成 

・一部達成 

・未達成 

・その他 

 

５．その他 ・運転免許を返納した人を車

に乗せるサポート 

 
・対象となる人が何人いるか調査が必要  ・達成 

・一部達成 

・未達成 

・その他 

 

※「すこやかサロン」に関する意見は除く 

（平成 29年 9月 20 日第 4回三郷区地域協議会 当日配布資料№１をもとに作成） 


